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LEGO Mindstorms EV3 
PC・Android との Bluetooth 通信 
 

（１）準備 

（２）２種類のBluetooth 通信 

（３）PCからのダイレクトコントロール 

（４）Android からのダイレクトコントロール 

（５）PCとのメッセージング 

（６）Android とのメッセージング 
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（１）準備 
＜使用するプログラミング言語＞ 
 PC・Android（タブレット、スマホ）ともに、
Bluetooth を介した EV3 との通信プログラム作成で
は、Processing を用いる。計算機室 PC の場合は、
保存したプログラムが消えないように、Zドライブを
作業フォルダとして指定する。Z ドライブに sketchbook フォルダ
が作成されるので、その中に開発したプログラムを保存する。 
 
＜Android 端末を使用する場合＞ 
 Android 用のプログラムを作成する場合は、開発を行う PC の
Processing 側と Android 端末側の準備が必要である。 
 
̶PC・Processing 側準備̶ 
 Processing を起動し、右上の"Java"を"Android"にして、Java モ
ードからAndroid モードにする。（AndroidSDK の場所を聞かれた
ら、C:￥android-sdk-win-API10 を指定する） 

→  
 Android モードが選択できない場合は、以下を行う。 
Z:￥sketchbook￥modes フォルダに、AndroidMode フォルダを
入れる。AndroidMode フォルダは以下よりダウンロードする。 
https://github.com/processing/processing-android/releases/tag/latest 
Processing で Android モードを選択する。 
 
Android の Bluetooth を使用するためのライブラリを使用可能に
するため、Processing の Sketch→Import Library で Ketai ライ
ブラリをインポートする。 
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計算機室のWindows では、ASUS MemoPad7（貸出可能）のみ
使用可能。自分のスマホやタブレットはシステムイメージに登録さ
れていないため使えない。自分のノートパソコン等、管理者権限を
持つパソコンを使う必要がある。自分のノーパソ等でやる場合は、
上記以外にも設定項目がある。 
 
̶Android 側準備̶ 
 
貸出用のASUS MemoPad7 を使う場合は、特に設定は必要ない。
自分のスマホを使う場合は、開発者モードにする→USB デバッグ
を有効にする、が必要 
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＜Bluetooth 接続＞ 
  PC・Android との通信では、あらかじめ EV3 との Bluetooth 接
続（ペアリング）を行っておく必要がある。また、計算機室の PC
では、BluetoothUSB アダプタをつける必要が有る。 
 
～EV3 側の接続準備～ 
Bluetooth 設定で、Visibility と Bluetooth にチェックを入れる 

  
 
Brick Info で ID を確認しておく（接続時に他の EV3と識別） 

  
 
特定の PCと初めて接続する場合は以下のような表示が出る 
接続を許可し（左）、パスキーを設定する（右、普通は 1234 のまま） 
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～PC側の接続設定～ 
コントロールパネル→ハードウエアとサウンド 

 
 
Bluetooth デバイスの追加→「その他」or「EV3」と表示される 

	
  
 
EV3 を右クリック→プロパティ「一意の識別子」で ID を確認 
（EV3 が複数表示される場合は、自分の EV3を探す） 
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EV3 を選択し、「次へ」をクリック 

 
 
デバイスのペアリングコードの入力を選択、コードを入力 

	
  
 
コントロールパネル→ハードウエアとサウンド→デバイスとプリン
ターで EV3を確認 
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EV3 を右クリック→プロパティー→ 
「ハードウエア」でシリアルポート番号を確認（下例の場合はCOM6） 
「Bluetooth」の「一意の識別子」で自分の EV３であることを確認 

	
  
 

（２）２種類のBluetooth 通信 
PC・Android と EV3 の Bluetooth 通信には、以下の２種類の方法
がある。 
 
（方法１）ダイレクトコントロール 
モーターを動かす、センサー値を取得する、といった操作を、PC・
Android からのコマンド送信で直接操作する。EV3をラジコンのよ
うに動かすことができる。どのコマンドがどのような動作に対応す
るかは、決められている。 
 
（方法２）メッセージング 
EV3 上で動作するプログラムと PC・Android とで、テキストメッ
セージのやり取りをする。自律動作する EV3と PC・Android 間で
の連携動作に使用できる。モーターを動かす場合は、受け取ったメ
ッセージを EV3のプログラムが解釈し、EV3のプログラムがモータ
ーを動かす操作を行う。どのメッセージがどの動作に対応するかは
任意に決めることができる。 
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（３）PCからのダイレクトコントロール 
 EV3 は Cポートにトレーニングロボの左側の車輪、Dポートに右
側の車輪を接続しておく。 
 Processing のサンプルプログラム"blueEV3WINDirect.pde"を
下記サイトより PCにダウンロードする。 
http://www.mns.kyutech.ac.jp/~hanazawa/education/downloads/ 
 PC と EV3 を Bluetooth 接続し、ダウンロードしたプログラムを
JAVAモードで起動する。 

 プログラムを実行すると、左のような画面
が現れる。左上のポート番号表示（この場合
は COM6）が正しいことを確認する（EV3
の接続ポートと異なる場合は、プログラムの
修正が必要）。 
 Go!クリックで前進、Back で後退、Stop!
で停止。Left、Right で、左、右へ回転。 
 

 
 

（４）Android からのダイレクトコントロール 
 EV3 は Cポートにトレーニングロボの左側の車輪、Dポートに右
側の車輪を接続しておく。 
 Processing のサンプルプログラム"blueEV3AndDirect.pde"を
下記サイトより PCにダウンロードする。 
http://www.mns.kyutech.ac.jp/~hanazawa/education/downloads/ 
 Android 端末と EV3を Bluetooth 接続する。 
 Android 端末を PCに USB接続し、ダウンロードしたプログラム
を開き、Processing を Android モードにする。 
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 Sketch Permissions の BLUETOOTH、BLUETOOTH_ADMIN
にチェックを入れる。 

   
 プログラムを実行すると、Android 端末に転送され、上図左のよ
うな Bluetooth 機器の選択画面が表示される。Bluetooth 機器の選
択画面で EV3を選択すると上図右のような画面になる。 
 Forwardクリックで前進、Backwardで後退、Stopで停止。Left、
Right で、左、右へ回転動作をする。 
 

（５）PCとのメッセージング 
 EV3 は Cポートにトレーニングロボの左側の車輪、Dポートに右
側の車輪を接続しておく。 
 
 Processing のサンプルプログラム"blueEV3WINMessage.pde"
および EV3 のサンプルプログラム "blueEV3Serial.ev3"、 " 
blueEV3Motor.ev3"を下記サイトより PCにダウンロードする。 
http://www.mns.kyutech.ac.jp/~hanazawa/education/downloads/ 
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 PC と EV3 を USB 接続し、EV3 プログラムを起動する。PC と
EV3 を Bluetooth 接続し、Processing のプログラムを JAVA モー
ドで起動する。 
 EV3 プログラム blueEV3Serial.ev3 は、タッチセンサーを押すと
文字列が送信され、PCの Processing プログラムに表示される。ま
た、PCから受け取った文字列を LCD表示する。 
 EV3 プログラム blueEV3Motor.ev3 は、タッチセンサーを押す
と文字列が送信され、PC の Processing プログラムに表示される。
また、PCから受け取った文字列を LCD表示するとともに、それを
解釈して前進・後退などモーターを動かす。 
 

（６）Android とのメッセージング 
 Processing のサンプルプログラム"blueEV3AndMessage.pde"
および EV3 のサンプルプログラム "blueEV3Serial.ev3"、 " 
blueEV3Motor.ev3"を下記サイトより PCにダウンロードする。 
http://www.mns.kyutech.ac.jp/~hanazawa/education/downloads/ 
 
 Processing のサンプルプログラムは、Android のダイレクトコン
トロールプログラムのテキスト送信部分を、PCのメッセージングプ
ログラムと同様に書き換えたものである。 
 EV3 のサンプルプログラムは、PC とのメッセージングで使用す
るものと同一である。 
  PCとEV3をUSB接続し、EV3プログラムを起動する。Android
端末とPCをUSB接続、Android端末とEV3をBluetooth接続し、
Processing のプログラムをAndroid モードで起動する。 
 EV3 プログラムの機能は、PCとのメッセージングを参照。 
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